
Host eGM

3.2  暗黙の否定応答(NACK)

ゼネラルポール/ロングポール(1回目*)

レスポンス

暗黙のNACK

受信したポールに

データ等をレスポンス
として返す;レスポンスを正しく

受信できなかった
(1回目):

<同じゼネラル/ロングポールを再送(2回目*)>
レスポンス

暗黙のNACK

レスポンスを再送;

暗黙のNACKを連続3回受信: 

eGM: レスポンスを返しても
よいが、データを破棄しないこと:

<同じゼネラル/ロングポールを再送(3回目*)>

レスポンスを正しく

受信できなかった
(2回目):

レスポンス

レスポンス

を無視

ポーリングサイクル

を続行;

3.3  通信の同期

eGM:  次の場合、ホストのポーリングサイクルと同期をとる必要がある:

(1) ポールの状態カウンタを初期設定するとき;

(2) コールドスタート/ウォームスタートの直後;

(3) 自分宛てのアドレスバイト(ゼネラルポール)を5秒間、受信していないとき;

(4.2参照)

*  暗黙のACK待ち状態でホストとの同期が失われたとき: 

→ 暗黙のNACKと見なすこと;

再送カウンタ = 状態カウンタ:

ポーリングサイクル内でポールを

送信した回数は、eGMが

状態カウンタへカウントして管理する

ポーリングサイクルと同期をとる方法:

(1) コールドスタート/ウォームスタートの直後; または

(2) 自分宛てのアドレスバイト(ゼネラルポール)を5秒間、受信していないとき;

(4.2参照)

→ (a) 自分宛てのポーリングをすべて無視して、他eGM (アドレス0を含む) が

ポーリングされるのを待つ;

→ (b) 条件 (a) が満たされたら (他 eGM がポーリングされたら)、状態カウンタ を

最初のポーリングサイクルにリセットする;

→ この状態で次に自分宛てのポーリングを受信したら、それをポーリングサイクルの1回目のポールとして

レスポンスを返す。
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